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「
女
性
議
員
」

世
界
の
国
会
の
女
性
議
員
比
率

は
、
昨
年
の
平
均
値
で
20
・
３
％

と
初
め
て
２
割
を
超
え
ま
し
た
。

我
が
国
日
本
に
お
い
て
は
、
衆
議

院
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、

昨
年
12
月
の
総
選
挙
後
に
７
・
９

％
と
な
り
前
回
の
選
挙
か
ら
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
順
位
は
１
９
０
か
国
中

１
６
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
安
倍
政
権
は
、
政
権
公

約
で
「
2
0
2
0
年
ま
で
に
指
導

的
地
位
を
占
め
る
女
性
の
割
合
を

30
％
以
上
に
す
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
自
民
党
の
役
員

人
事
で
は
、
２
人
の
女
性
が
党
三

役
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
合
併
前
の
昭
和

55
年
に
南
河
内
町
で
初
め
て
女
性

議
員
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
の
合
併
時
に
は
52
人
中
女
性

が
８
人
（
15
・
４
％
）
で
し
た
が
、

現
在
は
21
人
中
３
人
で
14
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
下
野
市
に
お
い
て
も
女

性
の
活
躍
が
一
層
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

「
あ
の
時
は
カ
ッ
と
な
っ
て
悪

か
っ
た
！
二
度
と
暴
力
は
振
る
わ

な
い
」
と
涙
を
浮
か
べ
て
謝
り
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
く
れ
た
。
暴
力

を
振
る
わ
な
い
時
は
優
し
い
夫
、

良
い
父
親
な
ん
だ
け
ど
…
。

D
V
に
は
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
」

と
い
う
時
期
が
あ
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

【
ア
メ
と
ム
チ
】

好
き
で
一
緒
に
な
っ
た
相
手
で

す
し
、
相
手
は
「
愛
情
表
現
」
と

思
い
、
あ
な
た
は
「
暴
力
の
時
が

異
常
で
、
本
来
は
優
し
い
人
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

暴
力
へ
の
恐
怖
（
興
奮
状
態
）

と
と
び
き
り
の
優
し
さ
（
安
定
状

態
）
が
交
互
に
や
っ
て
く
る
こ
と

に
よ
り
相
手
と
依
存
関
係
に
な
り

が
ち
で
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な

間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
を
D
V
と

い
い
ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

突
然
自
宅
を
訪
問
し
、「
修
理

し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場

で
契
約
を
結
ば
せ
る
屋
根
工
事
に

関
す
る
相
談
が
絶
え
ま
せ
ん
。

他
に
も
、「
今
な
ら
通
常
料
金

か
ら
割
引
き
」
な
ど
と
契
約
を
せ

か
さ
れ
た
り
、
長
時
間
居
座
ら
れ

て
勧
誘
さ
れ
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
決
し
て
そ
の
場
で
契

約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
工
事
を
依
頼
す

る
際
に
は
、
複
数
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

市
内
に
は
、
新
鮮
な
地
元
の
食

材
を
販
売
す
る
直
売
所
が
道
の
駅

し
も
つ
け
、
主
要
道
路
沿
い
に
あ

り
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、

ほ
う
れ
ん
草
、
き
ゅ
う
り
、
玉
ね

ぎ
、
ト
マ
ト
、
ゴ
ボ
ウ
、
イ
チ
ゴ

な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
農
産

物
直
売
所
は
、
小
規
模
に
地
元
の

農
産
物
が
直
売
さ
れ
、
1
9
9
3

年
か
ら
各
地
の
主
要
道
路
沿
い
に

休
憩
所
兼
地
域
産
品
即
売
所
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
で

は
、
農
産
物
直
売
所
が
道
の
駅
施

設
内
の
目
玉
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
直
売
所
の
新
た

な
形
式
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お

り
、
こ
れ
を
受
け
て
農
家
が
多
く

存
在
す
る
郊
外
都
市
に
大
規
模
な

施
設
が
設
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
現

れ
、
特
に
地
場
の
新
鮮
な
農
産
物

が
比
較
的
安
価
に
手
に
入
る
こ
と

か
ら
、
地
元
や
周
辺
住
民
の
支
持

を
得
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
中
に
は
、
生
産
者
も

知
ら
な
い
よ
う
な
利
用
法
に
つ
い

て
の
知
識
を
持
つ
方
も
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
人
々
の
知
識
が
生
産

者
に
集
積
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

新
た
に
多
く
の
消
費
者
に
還
流
す

る
と
い
う
情
報
の
流
れ
が
作
り
出

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
持

ち
込
む
外
部
情
報
や
、
消
費
者
が

生
産
者
に
望
む
農
産
物
の
あ
り
方
、

あ
る
い
は
地
元
産
品
の
加
工
品
に

対
す
る
期
待
と
い
っ
た
情
報
を
集

積
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
な
ら

で
は
の
商
品
開
発
、
ひ
い
て
は
総

合
的
な
地
域
づ
く
り
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
機
能
を
も
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ち
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

屋
根
工
事
の

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
付
け
て
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　


